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No. コメント時期 コメント内容

S61 平成27年1月23日
第185回審査会合

特性化モデルの破壊伝播速度及びライズタイムの不確かさを考慮した場合の影響を検討すること。

■第185回審査会合での説明とコメント内容の関係

• 破壊開始点，破壊伝播速度，ライズタイムのうち破壊開始点は，次の地震が
3.11地震と異なる可能性は否定できず，不確かさが存在するとともに，発電所の
津波高さに与える影響が最も大きいパラメータと考えられることから，不確かさ
を考慮した検討を実施。

• 破壊伝播速度，ライズタイムは，地域性を考慮した設定値を用いることを基本と
し，3.11地震時の破壊伝播特性に基づき設定。

○：破壊開始点

（例）基準断層モデル③-1

破壊開始点の設定位置

項目 設定値

破壊開始点 大すべり域・超大すべ
り域周辺に複数設定

破壊伝播速度 2.0（km/s）（固定）

ライズタイム 60（s）（固定）

破壊伝播特性に係る不確かさの考慮方法

■本説明（コメント回答）の基本方針

• 各不確かさが発電所の津波高さに与える影響を定量的に把握す
るため，「広域の津波特性を考慮した特性化モデル」，「宮城県沖
の大すべり域の破壊特性を考慮した特性化モデル」を対象に，
パラメータスタディを実施する。

• パラメータスタディは，国内外で発生した巨大地震の破壊伝播特
性に関する知見を収集し，科学的・合理的な範囲で実施する。

• 検討の結果，発電所の津波高さに与える影響が大きい場合には，
破壊伝播特性の不確かさ項目に追加する。

宮城県沖の大すべり域の

破壊特性を考慮した

特性化モデル

広域の津波特性を考慮した

特性化モデル

○：破壊開始点

（例）破壊伝播速度の影響把握

 破壊伝播速度：1.0，1.5，2.0，2.5（km/s）

 破壊開始点：3.11地震の震源位置，ライズタイム：60（s）

○：破壊開始点

５．波源特性の不確かさの考慮方法

５．１ 本説明（コメント回答）の基本方針

p11 再掲
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2011年東北地方太平洋沖地震とその余震

（気象庁（2012））

三陸沖から房総沖にかけての評価対象領域
の区分け（地震調査研究推進本部（2012））

○：破壊開始点位置

基準断層モデル② 基準断層モデル③

破壊開始点の設定位置

• 3.11地震の震源は，地震調査研究推進本部（2012）による評価対象領域の区分けのうち「三陸沖南部海溝寄り」の領域（以下，プレート境界面のうち
「三陸沖北部から房総沖の海溝寄り」を除く範囲を「プレート間地震発生領域」という。）に位置している（気象庁（2012））。

• 破壊開始点の位置について，地震調査研究推進本部（2009）では，破壊の進む方向には地域性があり，三陸沖では浅い方から深い方へ破壊が進
む傾向にあるとしており，これは，3.11地震の破壊形態と一致している。

• 以上から，破壊開始点は，地震調査研究推進本部（2009）を参考として，プレート間地震発生領域における大すべり域・超大すべり域を囲むように
複数設定した。

第185回審査会合（H27.1.23）

資料1-2 p78 一部修正

５．波源特性の不確かさの考慮方法

５．２ 設定根拠（申請時）：破壊開始点

（例）各基準断層モデルの水位上昇ケース
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Ver.3.1 Ver.4.0 Ver.4.6

藤井・佐竹による2011年東北地方太平洋沖地震の津波波源の再現モデル

• 地震調査研究推進本部（2009）によれば，Somerville et al.（1999）が収集した15の内陸地震の震源モデルから，破壊伝播速度の範囲として2.4km/s
～3.0km/s，その平均値を2.7km/sとしている。

• M８クラスの断層の破壊継続時間は数10～120秒とされるが（土木学会（2002）），3.11地震に伴う津波を再現する内閣府（2012）モデルの破壊継続時
間は300秒と長く，その平均破壊伝播速度は約2km/sである。また，藤井・佐竹による再現モデル（ver.3.1,ver.4.0,ver.4.6）では，破壊伝播速度を
2.0km/sと設定している。

• 以上から，破壊伝播速度を2.0km/sに設定した。

第185回審査会合（H27.1.23）

資料1-2 p77 一部修正

５．波源特性の不確かさの考慮方法

５．２ 設定根拠（申請時）：破壊伝播速度
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• 3.11地震の津波波形等をインバージョンした再現モデルから，3.11地震で大きなすべりを生じた領域におけるライズタイムは210～300（s）であり（詳細
は次頁に示す），M８クラスの地震のライズタイム（数秒から１分程度（相田（1986）））と比較して長かったのが特徴である。

• 特性化モデルの津波解析上のライズタイム（同時破壊ケース）は，相田（1986）によるM８クラスの地震を対象としたライズタイムを参考として，60（s）
に設定（特性化）した※１。

 実際の地震の震源過程（＝初期破壊から震源域全体に破壊が及ぶ過程）が終了するのに要する時間が数秒から１分程度であることに対して，相田
（1986）は津波初期変位分布のライズタイムの設定方法を以下のとおり示している。

 日本海溝沿いで発生しているM８クラスの地震の断層長さL：150（km）～200（km）程度（土木学会（2002）），破壊伝播速度Vr：2.4（km/s）～3.0（km/s）
（地震調査研究推進本部（2009）），ある１点で断層ずれを形成する時間（＝立上り時間）τ：5（s）程度（相田（1986））とすると，津波初期変位分布の
ライズタイムは，55（s）～88（s）程度となる。

津波初期変位分布のライズタイム（s）＝（ L（km）/ Vr（km/s ） ）＋τ（s）

ここで，

L ：断層長さ（km）

Vr ：破壊伝播速度（km/s）

τ ：ある１点で断層ずれを形成する時間（＝立上り時間）（s）

■相田（1986）による津波解析上の変動時間（初期変位分布のライズタイム）の設定方法

※１：津波解析上におけるライズタイムの考慮方法

変動完了
変
位

（m）

時間（s）60(s)
Δt=0.1(s)

Mansinha and Smylie(1971)の方法により計算される津波初期変位を破壊終了時変位，その変動終了時間：60（s）（＝ライズタイム）として，津波解析と同様の時間格子
間隔Δｔ：0.1（ｓ）を用いて一様に変位を与えている。

■同時破壊ケース

■破壊開始点設定ケース

基準断層モデル①解析上の考慮方法（概念） 基準断層モデル② 基準断層モデル③

断層面全体が60（s）で破壊終了する。

大すべり域・超大すべり域が，約140（s）～
160（s）※２で破壊終了する。

※２：L（km）/ Vr（km/s ）＋τ（s）

＝約150～200（km）/2.0（km/s）+60(s)

≒140（s）～160（s）

５．波源特性の不確かさの考慮方法

５．２ 設定根拠（申請時）：ライズタイム

（例）各基準断層モデルの水位上昇ケース
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3.11地震に伴う津波を良好に再現する破壊伝播速度は2.0（km/s），ライズタイムは210～300（s）である。

• 3.11地震に伴う津波の再現モデルのうち，津波波形等をインバージョンした内閣府（2012）モデル，Satake et al.（2013）55枚モデル，杉野ほか（2013）
モデルの破壊伝播速度，ライズタイム※１は以下のとおりである。

【内閣府（2012）モデル】

すべり量分布（合計） すべり量の時間変化

【Satake et al.（2013）55枚モデル】

【杉野ほか（2013）モデル】

すべり量分布（合計）

（確定波源モデル）

すべり量分布（合計）
すべり量の時間変化

すべり量の時間変化（確定波源モデル）

■破壊伝播速度

※２：破壊開始点と各小断層の中心点との距離を
各小断層の最初のすべりが現れる時間で除した
破壊伝播速度から算定した平均破壊速度（杉野
ほか（2013），杉野ほか（2014））。

※３：杉野ほか（2013）は，長周期観測地震動に
基づいて推定された震源断層モデル（Wu et 
al.(2012)）の破壊伝播速度は約1.8（km/s）であり，
再現モデルの破壊伝播速度1.5（km/s）と，ほぼ
整合するとしている。

※１：大きなすべりを生じた領域における破壊開始から破壊終了までの時間。

内閣府（2012）モデル 2.0（km/s）※２

Satake et al.(2013)
55枚モデル

2.0（km/s）

杉野ほか（2013）モデル 1.5（km/s）※２，３

内閣府（2012）モデル 300（s）

Satake et al.(2013)
55枚モデル

210（s）

杉野ほか（2013）モデル 300（s）

■ライズタイム

５．波源特性の不確かさの考慮方法

５．３ 国内外で発生した巨大地震の破壊伝播特性：3.11地震
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2004年スマトラ～アンダマン沖地震に伴う津波を良好に再現する破壊伝播速度は1.0（km/s），ライズタイムは180（s）である。

2004年スマトラ～アンダマン沖地震の津波インバージョン結果

（Fujii and Satake（2007）に一部加筆）

• Fujii and Satake（2007）は，破壊伝播速度（0.5（km/s）～3.0（km/s）），ライズタイム（60（s）～180（s））を変化させた津波波形のインバージョン解析を
実施して，2004年スマトラ地震の再現モデルを策定している。

• 検討の結果，破壊伝播速度を1.0（km/s），ライズタイム※を180（s）とした場合に，最も観測結果と解析結果が一致するとしている。

※：各断層ブロックの破壊開始から破壊終了までの時間。

５．波源特性の不確かさの考慮方法

５．３ 国内外で発生した巨大地震の破壊伝播特性：2004年スマトラ～アンダマン地震
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2010年チリ地震の津波インバージョン結果（Lorito et al.（2010））

2010年チリ地震に伴う津波の破壊伝播速度は2.25（km/s）である。

• Lorito et al.（2010）は，津波波形のインバージョン解析を実施して，2010年チリ地震の再現モデルを策定している。

• 検討の結果，津波波形のデータセットには破壊伝播速度を決定できるほどの感度がないものの，遠地地震動のインバージョン結果から，破壊伝播
速度を2.25（km/s）としている（ライズタイムについては記載なし）。

５．波源特性の不確かさの考慮方法

５．３ 国内外で発生した巨大地震の破壊伝播特性：2010年チリ地震
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地震 破壊伝播速度 ライズタイム 備考

3.11地震 2.0（km/s） 210～300（s）
大きなすべりを生じた領域における破壊
開始から破壊終了までの時間

2004年スマトラ～アンダマン地震 1.0（km/s） 180（s）
各断層ブロックの破壊開始から破壊
終了までの時間

2010年チリ地震 2.25（km/s） －

設定値 2.0（km/s） 60（s） 破壊開始点ケース：約140～160（s）※１

国内外で発生した巨大地震の破壊伝播特性

• 国内外で発生した巨大地震の破壊伝播特性に関する知見収集結果を踏まえ，破壊伝播速度，ライズタイムのパラメータスタディ範囲を設定する。

【破壊伝播速度】

 世界の巨大地震の破壊伝播速度を網羅できるように，パラメータスタディ範囲を設定する。

【ライズタイム】

 設定値は，国内外の巨大地震のライズタイムよりも短く設定していることを踏まえ，長くなった場合の影響を把握することを目的に，パラメータスタディ
範囲を設定する※２。

パラメータスタディ範囲の設定

※１：大すべり域・超大すべり域が破壊終了する時間（破壊伝播速度：2.0（km/s）で算定）

※３：大すべり域・超大すべり域が破壊終了する時間（破壊伝播速度：2.0（km/s）で算定）

基本ケース
パラメータスタディ
（追加検討ケース）

備考

破壊伝播速度 2.0（km/s） 1.0，1.5，2.5（km/s）

ライズタイム 60（s） 90，120，180，300（s）
破壊開始点ケース※３：約170～190（s），約200～220（s），
約260～280（s），約380～400（s）

■パラメータスタディ範囲の設定

※２：基本ケース（60（s））からさらに短くなった場合（30（s））の津波高さに与える影響については，資料１－２「７．波源特性の不確かさのうちライズタイムが津波高さに与える
影響」に記載。

５．波源特性の不確かさの考慮方法

５．４ 検討方法①
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項 目 破壊開始点の影響把握 破壊伝播速度の影響把握 ライズタイムの影響把握

破壊開始点
3.11地震の震源位置（P0），
大すべり域の周辺（P1～P6）

3.11地震の震源位置（P0） 3.11地震の震源位置（P0）

破壊伝播速度 2.0（km/s） 1.0（km/s）,1.5（km/s）,2.0（km/s）,2.5（km/s） 2.0（km/s）

ライズタイム 60（s） 60（s） 60（s）,90（s）,120（s）,180（s）,300（s）

波源モデル

○：破壊開始点（同心円状に破壊）

宮城県沖の大すべり域の

破壊特性を考慮した

特性化モデル

広域の津波特性を

考慮した特性化モデル
宮城県沖の大すべり域の

破壊特性を考慮した

特性化モデル

広域の津波特性を

考慮した特性化モデル

○：破壊開始点（同心円状に破壊） ○：破壊開始点（同心円状に破壊）

宮城県沖の大すべり域の

破壊特性を考慮した

特性化モデル

広域の津波特性を

考慮した特性化モデル

• 「広域の津波特性を考慮した特性化モデル」，「宮城県沖の大すべり域の破壊特性を考慮した特性化モデル」を対象に，破壊開始点，破壊伝播速度，
ライズタイムの不確かさが発電所の津波高さに与える影響を定量的に把握する。

５．波源特性の不確かさの考慮方法

５．４ 検討方法②

■検討内容
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• 水位上昇側については，各ケースの敷地前面（南北方向）における最大水位上昇量を比較する。

• 水位下降側については，取水口前面（南北方向）における最大水位下降量を比較する。なお，ライズタイムの影響確認にあたっては，２号取水口前面に
おける水位時刻歴波形についても比較する。
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■比較方法（例：広域の津波特性を考慮した特性化モデル）

５．波源特性の不確かさの考慮方法

５．４ 検討方法③
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• 水位上昇側：基本ケース（P0）に対して水位が大きく上昇する破壊開始点が存在する。

• 水位下降側：基本ケース（P0）に対して水位が大きく下降する破壊開始点が存在する。

：P0（基本ケース）
：P1 ：P4                       
：P2 ：P5
：P3 ：P6

５．波源特性の不確かさの考慮方法

５．５ 破壊開始点の影響
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広域の津波特性を考慮した特性化モデル 宮城県沖の大すべり域の破壊特性を考慮した特性化モデル
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• 水位上昇側：基本ケース（2.0（km/s））に対して水位が上昇するケースが存在するが，その上昇量は破壊開始点の不確
かさの影響よりも小さい。

• 水位下降側：宮城県沖の大すべり域の破壊特性を考慮した特性化モデルについて，基本ケース（2.0（km/s））に対して
水位が大きく下降するケース（1.0（km/s））が存在し，その下降量は破壊開始点の不確かさの影響よりも大きい。
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：2.0（km/s）（基本ケース）
：1.0（km/s）
：1.5（km/s）
：2.5（km/s）
：破壊開始点の不確かさ
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５．波源特性の不確かさの考慮方法

５．６ 破壊伝播速度の影響
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広域の津波特性を考慮した特性化モデル 宮城県沖の大すべり域の破壊特性を考慮した特性化モデル
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• 水位上昇側：基本ケース（60（s））に対して各ケースの上昇量は小さい（＝ライズタイムの不確かさは破壊開始点の
不確かさの影響よりも小さい）。

• 水位下降側：広域の津波特性を考慮した特性化モデルは，基本ケース（60（s））に対して各ケースの下降量は小さく，
宮城県沖の大すべり域の破壊特性を考慮した特性化モデルについては，両者に有意な差は認められない（＝ライ
ズタイムの不確かさは破壊開始点の不確かさの影響よりも小さい）。

５．波源特性の不確かさの考慮方法

５．７ ライズタイムの影響：水位分布
：60（s）（基本ケース）
：90（s）
：120（s）
：180（s）
：300（s）
：破壊開始点の不確かさ
最大・最小ケース
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広域の津波特性を考慮した特性化モデル 宮城県沖の大すべり域の破壊特性を考慮した特性化モデル

：180（s）
：300（s）

５．波源特性の不確かさの考慮方法

５．７ ライズタイムの影響：２号取水口前面における水位時刻歴波形（水位下降側）

• 基本ケース（60（s））に対して，各ケースの取水口敷高を下回る継続時間は短い。

ライズタイム
広域の津波特性を考慮した

特性化モデル
宮城県沖の大すべり域の

破壊特性を考慮した特性化モデル
２号機非常用海水ポンプの

運転可能継続時間

60（s）（基本ケース） 2.2（分） 1.9（分）

約26（分）

90（s） 2.1（分） 1.9（分）

120（s） 2.0（分） 1.8（分）

180（s） 1.8（分） 1.7（分）

300（s） 1.0（分） 1.3（分）

２号取水口敷高を下回る継続時間と２号機非常用海水ポンプの運転可能継続時間の関係

取水口敷高※ 取水口敷高※

：60（s）（基本ケース）
：90（s）
：120（s）

２号取水口前面における水位時刻歴波形 ２号取水口前面における水位時刻歴波形

※：T.P.-7.04m（O.P.-6.3m）

：60（s）（基本ケース）
：90（s）
：120（s）

：180（s）
：300（s）
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No. コメント時期 コメント内容

S61 平成27年1月23日
第185回審査会合

特性化モデルの破壊伝播速度及びライズタイムの不確かさを考慮した場合の影響を検討すること。

• 破壊開始点，破壊伝播速度，ライズタイムの不確かさが，発電所の津波高さに与える影響を定量的に把握した結果，破壊開始点の不確かさが発電所の
津波高さに与える影響と比較して，水位上昇側は，破壊伝播速度とライズタイムの不確かさの影響は小さいが，水位下降側については，「宮城県沖の大
すべり域の破壊特性を考慮したモデル」について，破壊伝播速度の不確かさの影響が大きいことを確認した。

• 本検討結果を踏まえ，破壊伝播特性に関する不確かさ項目に，破壊伝播速度の不確かさを追加する。

破壊開始点

 大すべり域・超大すべり域
周辺に設定（6箇所）

破壊伝播速度

破壊伝播速度：2.0（km/s）
ライズタイム：60（s）

 最も影響が大きい破壊
開始点を対象に検討を
実施

 パラメータスタディ範囲
1.0，1.5，2.0，2.5（km/s）

今回追加

基準断層モデルの設定 波源特性の不確かさの考慮

宮城県沖の大すべり域の破壊
特性を考慮した特性化モデル

基準断層モデル②）

基準断層モデル③）

宮城県沖の
大すべり域の位置

 基準断層モデル①-１

 基準断層モデル①-２

 基準断層モデル②-１

 基準断層モデル②-２

 基準断層モデル③-１

 基準断層モデル③-２

（例）基準断層モデル①-１

破壊伝播特性に関する不確かさ

（例）基準断層モデル①-１

（例）基準断層モデル①-１

基準断層モデル①）宮城県沖の
大すべり域の位置

広域の津波特性を考慮した
特性化モデル

５．波源特性の不確かさの考慮方法

５．８ まとめ
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６．津波予測計算

６．１ 本説明（コメント回答）の基本方針 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５９

６．２ 破壊開始点の不確かさを考慮した津波予測計算 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １６１

６．３ 破壊伝播速度の不確かさを考慮した津波予測計算 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １６８

６．４ 津波予測計算結果のまとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １７６

６．５ 波源特性の不確かさの影響分析 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １７７
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No. コメント時期 コメント内容

S95 平成27年10月23日
第286回審査会合

基準津波の水位下降側評価にあたっては，取水設備の貯留機能を考慮し，水位評価のみならず，取水口敷高を下回る
継続時間も踏まえて整理すること。

• 水位下降側の決定ケースを対象に，取水口敷高を下回る継続時間を整理し，取水設備の貯留機能（２号機非常用海水ポンプの運転可能継続時間）と比較
する。

６．津波予測計算

６．１ 本説明（コメント回答）の基本方針①

【取水口敷高を下回る継続時間の整理方法】

 取水口前面の水位時刻歴波形から，取水口敷高を下回る継続時間を算定する。

 継続時間算定にあたっては，モデルの運動（地震）に伴う地盤沈下量は考慮しない。また，取水口敷高を複数回下回る場合には，最も長い継続時間を整理
する。

O.P. (m)

２号取水口敷高※２ -6.3

【取水口敷高を下回る継続時間の算定（概念）】

※１：地震に伴う地盤沈下量は考慮しない。

※２：3.11地震に伴う地盤沈下量（約１m）を考慮した値

T1 T2

水
位

（m）

時間（分）

取水口敷高（m）※１

T１：最長継続時間

0

（参考）２号機非常用海水ポンプの運転可能継続時間

：津波水位が取水口敷高を下回る場合に，非常用海水ポンプの
取水に必要な海水が 取水設備内に確保される水量（約5,100m3）

 
 

  

 
   

   

 
    

 

取水口
取水路 海水ポンプ室

①：原子炉補機冷却海水ポンプ
②：高圧炉心スプレイ補機冷却

海水ポンプ
③：タービン補機冷却海水ポンプ
④：循環水ポンプ① ② ③ ④

非常用海水ポンプ取水
可能水位：O.P.-8.95m

取水口敷高
O.P.-6.3m

■前提条件

 循環水ﾎﾟﾝﾌﾟは，海水ﾎﾟﾝﾌﾟ室内の水位がO.P.-5.95mまで低下した時点で，ﾎﾟﾝﾌﾟﾄﾘｯﾌﾟｲﾝﾀｰﾛｯｸが動作し
ている状況にあるが，遊転時間分（ﾄﾘｯﾌﾟからﾎﾟﾝﾌﾟ停止までの時間），定格流量で取水するものと仮定。

■２号機非常用海水ポンプの運転可能継続時間の算定

（A）有効貯水量：約5,100（m3）
取水口敷高（O.P.-6.3m）から非常用海水ポンプの取水可能水位（O.P.-8.95m）までの容量

（B）循環水ポンプが停止するまでに取水する水量：1,662（m3）
99,720（m3/hr）（定格流量）÷3,600×30（s）（遊転時間）×2（台）＝1,662（m3）

（C）非常用海水ポンプの取水に使用可能な水量：3,438（m3）
（A）-（B）＝5,100（m3）-1,662（m3）＝3,438（m3）

（D）２号機非常用海水ポンプの運転可能継続時間：約26（分）
（C）/非常用海水ポンプの取水量＝3,438（m3）/7,850（m3/hr）×60＝約26分

運転台数※ 流量 取水量

原子炉補機冷却海水ポンプ ２台×２系統 7,600（m3/hr）
7,850（m3/hr）

高圧炉心スプレイ補機冷却海水ポンプ １台×１系統 250（m3/hr）

※ 非常用海水ポンプの最大運転台数を考慮

非常用海水ポンプの取水量
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No. コメント時期 コメント内容

S94 平成27年10月23日
第286回審査会合

特性化モデルの不確かさ検討にあたっては，種々の基準断層モデル間で評価比較を行い，整理すること。

６．津波予測計算

６．１ 本説明（コメント回答）の基本方針①

• 各モデルの津波予測計算結果を比較して，モデル間で不確かさの影響度合いに違いが見られるかを確認する。

• 違いが見られる場合には，内閣府中央防災会議（2003）の知見を参考として，水位時刻歴波形（沖合い～発電所間），地殻変動量（初期水位）の特徴に
着目し，上記要因を考察する。

水位時刻歴波形の比較位置

：水深200m位置

：水深100m位置（基準津波策定位置）

：発電所位置（２号取水口前面）
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• 各基準断層モデルについて，破壊開始点の不確かさを考慮した津波予測計算を実施し，発電所の津波高さに与える影響が大きい破壊開始点を抽出する。

基準断層モデル① 基準断層モデル② 基準断層モデル③

基準断層モデル①-1

（超大すべり域の位置：北へ約30km移動）

基準断層モデル①-2

（超大すべり域の位置：南へ約60km移動）

基準断層モデル②-1

（大すべり域・超大すべり域の位置：基準）

基準断層モデル②-2

（大すべり域・超大すべり域の位置：南へ約40km移動）

基準断層モデル③-1

（大すべり域・超大すべり域の位置：基準）

基準断層モデル③-2

（大すべり域・超大すべり域の位置：南へ約40km移動）

６．津波予測計算

６．２ 破壊開始点の不確かさを考慮した津波予測計算：検討内容
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【基準断層モデル①-1（超大すべり域の位置：北へ約30km移動）】

破壊開始点 敷地前面
1号

取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考

基準（同時破壊） 18.42（北側） 17.33 17.32 17.15 16.04 16.20 
追加検討
（決定ケース）

P1 14.59（北側） 13.56 13.75 13.72 13.32 13.28 追加検討

P2 14.78（北側） 13.56 13.70 13.60 13.66 13.42 追加検討

P3 15.85（北側） 13.87 13.96 14.17 13.51 13.33 追加検討

P4 15.51（北側） 14.02 14.16 14.18 13.38 13.22 追加検討

P5 15.53（北側） 13.80 13.88 14.00 12.88 13.09 追加検討

P6 16.70（北側） 16.07 16.09 15.79 14.68 14.71 
破壊伝播速度の
不確かさ考慮ケース
追加検討

【基準断層モデル①-2（超大すべり域の位置：南へ約60km移動）】

破壊開始点 敷地前面
1号

取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考

基準（同時破壊） 15.11（北側） 14.64 14.65 14.60 13.69 14.04 追加検討

P1 13.03（北側） 12.59 12.68 12.69 11.54 11.86 追加検討

P2 14.08（北側） 12.93 13.13 13.13 11.94 12.41 追加検討

P3 15.47（北側） 14.51 14.65 14.74 13.48 14.00 追加検討

P4 11.86（北側） 11.45 11.54 11.54 10.48 10.84 追加検討

P5 15.06（北側） 13.94 14.19 14.17 13.23 13.38 追加検討

P6 16.62（北側） 15.12 15.36 15.38 14.15 14.54 
破壊伝播速度の
不確かさ考慮ケース
追加検討

（単位：（m））

（単位：（m））

６．津波予測計算

６．２ 破壊開始点の不確かさを考慮した津波予測計算：基準断層モデル①（水位上昇側）

破壊開始点位置（P1～P6）

・破壊伝播速度：2.0（km/s）

・ライズタイム：60（s）

破壊開始点位置（P1～P6）

・破壊伝播速度：2.0（km/s）

・ライズタイム：60（s）
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【基準断層モデル②-1（大すべり域・超大すべり域の位置：基準）】

破壊開始点 敷地前面
1号

取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考

基準（同時破壊） 16.34（北側） 14.13 14.26 14.21 12.36 13.36 

P1 14.74（北側） 13.06 13.09 13.11 11.25 12.67 

P2 14.88（北側） 13.16 13.19 13.20 11.34 12.77 

P3 15.19（北側） 13.50 13.45 13.48 11.63 13.01 

P4 16.58（北側） 14.43 14.64 14.76 12.79 13.52 

P5 17.26（北側） 15.52 15.87 15.88 14.05 13.97 
破壊伝播速度の
不確かさ考慮ケース

P6 16.99（北側） 15.22 15.43 15.37 13.58 13.55 

【基準断層モデル②-2（大すべり域・超大すべり域の位置：南へ約40km移動）】

破壊開始点 敷地前面
1号

取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考

基準（同時破壊） 11.80（北側） 11.20 11.31 11.34 9.75 10.84 追加検討

P1 9.89（北側） 8.65 8.79 8.83 7.89 8.21 追加検討

P2 10.51（北側） 9.32 9.54 9.29 8.18 8.89 追加検討

P3 11.21（北側） 9.91 10.10 10.11 8.98 9.70 追加検討

P4 10.86（北側） 9.74 9.96 10.13 9.13 9.00 追加検討

P5 12.32（北側） 11.05 11.35 11.57 10.77 10.48
破壊伝播速度の
不確かさ考慮ケース
追加検討

P6 12.19（北側） 11.03 11.27 11.45 10.48 10.24 追加検討

（単位：（m））

（単位：（m））

６．津波予測計算

６．２ 破壊開始点の不確かさを考慮した津波予測計算：基準断層モデル②（水位上昇側）

破壊開始点位置（P1～P6）

・破壊伝播速度：2.0（km/s）

・ライズタイム：60（s）

破壊開始点位置（P1～P6）

・破壊伝播速度：2.0（km/s）

・ライズタイム：60（s）
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【基準断層モデル③-1（大すべり域・超大すべり域の位置：基準）】

破壊開始点 敷地前面
1号

取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考

基準（同時破壊） 21.58（北側） 18.85 19.50 19.60 16.46 17.16 （決定ケース）

P1 16.56（北側） 13.70 14.32 14.76 12.96 12.63 

P2 16.49（北側） 13.78 14.21 14.81 13.23 13.03 

P3 17.39（北側） 14.62 15.13 15.71 13.97 13.63 

P4 15.53（北側） 13.50 13.84 14.10 12.63 12.20 

P5 16.79（北側） 14.10 14.36 14.71 13.09 13.06 

P6 19.44（北側） 16.93 17.72 18.15 16.00 15.58 
破壊伝播速度の
不確かさ考慮ケース

【基準断層モデル③-2（大すべり域・超大すべり域の位置：南へ約40km移動）】

破壊開始点 敷地前面
1号

取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考

基準（同時破壊） 18.19（北側） 16.44 16.71 16.57 14.08 15.75 追加検討

P1 13.76（北側） 12.20 12.47 12.63 10.91 11.61 追加検討

P2 14.72（北側） 13.22 13.58 13.58 11.81 13.29 追加検討

P3 17.27（北側） 14.96 15.17 15.21 13.21 16.10 追加検討

P4 14.50（南側） 12.47 12.77 12.83 10.80 11.53 追加検討

P5 14.51（北側） 12.55 12.69 12.79 11.57 11.98 追加検討

P6 20.60（北側） 17.74 17.89 17.75 15.08 17.02
破壊伝播速度の
不確かさ考慮ケース
追加検討

６．津波予測計算

６．２ 破壊開始点の不確かさを考慮した津波予測計算：基準断層モデル③（水位上昇側）

（単位：（m））

（単位：（m））

破壊開始点位置（P1～P6）

・破壊伝播速度：2.0（km/s）

・ライズタイム：60（s）

破壊開始点位置（P1～P6）

・破壊伝播速度：2.0（km/s）

・ライズタイム：60（s）
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【基準断層モデル①-1（超大すべり域の位置：北へ約30km移動）】

破壊開始点 2号取水口前面 備考

基準（同時破壊） -8.61 追加検討

P1 -8.86 追加検討

P2 -9.63 追加検討

P3 -9.66 追加検討

P4 -8.85 追加検討

P5 -9.74 追加検討

P6 -9.97 
破壊伝播速度の
不確かさ考慮ケース
追加検討

【基準断層モデル①-2（超大すべり域の位置：南へ約60km移動）】

破壊開始点 2号取水口前面 備考

基準（同時破壊） -9.18 追加検討

P1 -8.51 追加検討

P2 -7.46 追加検討

P3 -6.96 追加検討

P4 -8.67 
破壊伝播速度の
不確かさ考慮ケース
追加検討

P5 -7.74 追加検討

P6 -7.20 追加検討

（単位：（m））

（単位：（m））

６．津波予測計算

６．２ 破壊開始点の不確かさを考慮した津波予測計算：基準断層モデル①（水位下降側）

破壊開始点位置（P1～P6）

・破壊伝播速度：2.0（km/s）

・ライズタイム：60（s）

破壊開始点位置（P1～P6）

・破壊伝播速度：2.0（km/s）

・ライズタイム：60（s）
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【基準断層モデル②-1（大すべり域・超大すべり域の位置：基準）】

破壊開始点 2号取水口前面 備考

基準（同時破壊） -7.72

P1 -7.73

P2 -8.28

P3 -8.61

P4 -8.35

P5 -9.42
破壊伝播速度の
不確かさ考慮ケース

P6 -9.07

【基準断層モデル②-2（大すべり域・超大すべり域の位置：南へ約40km移動）】

破壊開始点 2号取水口前面 備考

基準（同時破壊） -8.96 追加検討

P1 -8.44
破壊伝播速度の
不確かさ考慮ケース
追加検討

P2 -8.08 追加検討

P3 -7.91 追加検討

P4 -8.23 追加検討

P5 -8.15 追加検討

P6 -8.36 追加検討

（単位：（m））

（単位：（m））

６．津波予測計算

６．２ 破壊開始点の不確かさを考慮した津波予測計算：基準断層モデル②（水位下降側）

破壊開始点位置（P1～P6）

・破壊伝播速度：2.0（km/s）

・ライズタイム：60（s）

破壊開始点位置（P1～P6）

・破壊伝播速度：2.0（km/s）

・ライズタイム：60（s）
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【基準断層モデル③-1（大すべり域・超大すべり域の位置：基準）】

破壊開始点 2号取水口前面 備考

基準（同時破壊） -8.98

P1 -8.70

P2 -8.46

P3 -8.46

P4 -8.39

P5 -8.94
破壊伝播速度の
不確かさ考慮ケース

P6 -8.79

【基準断層モデル③-2（大すべり域・超大すべり域の位置：南へ約40km移動）】

破壊開始点 2号取水口前面 備考

基準（同時破壊） -8.78 追加検討

P1 -8.41 追加検討

P2 -8.30 追加検討

P3 -8.37 追加検討

P4 -8.27 追加検討

P5 -8.65 追加検討

P6 -8.82
破壊伝播速度の
不確かさ考慮ケース
追加検討

（単位：（m））

（単位：（m））

６．津波予測計算

６．２ 破壊開始点の不確かさを考慮した津波予測計算：基準断層モデル③（水位下降側）

破壊開始点位置（P1～P6）

・破壊伝播速度：2.0（km/s）

・ライズタイム：60（s）

破壊開始点位置（P1～P6）

・破壊伝播速度：2.0（km/s）

・ライズタイム：60（s）
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基準断層モデル① 基準断層モデル② 基準断層モデル③

• 破壊開始点の不確かさを考慮した検討結果を踏まえた以下のケースを対象に破壊伝播速度の不確かさを考慮した津波予測計算を実施する。

基準断層モデル①-1

（超大すべり域の位置：北へ約30km移動）

（破壊開始点：P6）

基準断層モデル①-2

（超大すべり域の位置：南へ約60km移動）

（破壊開始点：P6）

基準断層モデル②-1

（大すべり域・超大すべり域の位置：基準）

（破壊開始点：P5）

基準断層モデル②-2

（大すべり域・超大すべり域の位置：南へ約40km移動）

（破壊開始点：P5）

基準断層モデル③-1

（大すべり域・超大すべり域の位置：基準）

（破壊開始点：P6）

基準断層モデル③-2

（大すべり域・超大すべり域の位置：南へ約40km移動）

（破壊開始点：P6）

■ 水位上昇側

６．津波予測計算

６．３ 破壊伝播速度の不確かさを考慮した津波予測計算：検討内容①
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基準断層モデル① 基準断層モデル② 基準断層モデル③

基準断層モデル①-1

（超大すべり域の位置：北へ約30km移動）

（破壊開始点：P6）

基準断層モデル①-2

（超大すべり域の位置：南へ約60km移動）

（破壊開始点：P4）

基準断層モデル②-1

（大すべり域・超大すべり域の位置：基準）

（破壊開始点：P5）

基準断層モデル②-2

（大すべり域・超大すべり域の位置：南へ約40km移動）

（破壊開始点：P1）

基準断層モデル③-1

（大すべり域・超大すべり域の位置：基準）

（破壊開始点：P5）

基準断層モデル③-2

（大すべり域・超大すべり域の位置：南へ約40km移動）

（破壊開始点：P6）

■ 水位下降側

６．津波予測計算

６．３ 破壊伝播速度の不確かさを考慮した津波予測計算：検討内容②
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破壊開始点位置(P6)
（ライズタイム：60（s））

【基準断層モデル①-1（超大すべり域の位置：北へ約30km移動，破壊開始点位置：P6）】

破壊伝播速度 敷地前面
1号

取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考

基準（同時破壊） 18.42（北側） 17.33 17.32 17.15 16.04 16.20 
決定ケース
追加検討

1.0（km/s） 16.74（北側） 14.10 14.28 14.28 12.91 13.83 追加検討

1.5（km/s） 15.83（南側） 15.16 15.16 14.95 13.76 13.89 追加検討

2.0（km/s） 16.70（北側） 16.07 16.09 15.79 14.68 14.71 追加検討

2.5（km/s） 17.31（北側） 16.48 16.48 16.20 15.13 15.18 追加検討

【基準断層モデル①-2（超大すべり域の位置：南へ約60km移動，破壊開始点位置：P6）】

破壊伝播速度 敷地前面
1号

取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考

基準（同時破壊） 15.11（北側） 14.64 14.65 14.60 13.69 14.04 追加検討

1.0（km/s） 16.02（北側） 15.29 15.38 15.38 13.94 14.56 追加検討

1.5（km/s） 16.59（北側） 15.14 15.32 15.46 14.16 14.70 追加検討

2.0（km/s） 16.62（北側） 15.12 15.36 15.38 14.15 14.54 追加検討

2.5（km/s） 16.42（北側） 15.06 15.31 15.29 14.04 14.38 追加検討

破壊開始点位置（P6）
（ライズタイム：60（s））

（単位：（m））

（単位：（m））

６．津波予測計算

６．３ 破壊伝播速度の不確かさを考慮した津波予測計算：基準断層モデル①（水位上昇側）
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破壊開始点位置(P5)
（ライズタイム：60（s））

【基準断層モデル②-1（大すべり域・超大すべり域の位置：基準，破壊開始点位置：P5）】

破壊伝播速度 敷地前面
1号

取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考

基準（同時破壊） 16.34（北側） 14.13 14.29 14.21 12.36 13.36 

1.0（km/s） 18.86（北側） 17.03 17.40 17.55 15.50 15.34 
決定ケース
追加検討

1.5（km/s） 17.62（北側） 16.06 16.32 16.34 14.53 14.40 追加検討

2.0（km/s） 17.26（北側） 15.52 15.87 15.88 14.05 13.97 

2.5（km/s） 17.14（北側） 15.27 15.55 15.54 13.72 13.74 追加検討

破壊伝播速度 敷地前面
1号

取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考

基準（同時破壊） 11.80（北側） 11.20 11.31 11.34 9.75 10.84 追加検討

1.0（km/s） 14.01（北側） 12.62 12.97 13.22 12.50 12.12 追加検討

1.5（km/s） 12.78（北側） 11.55 11.85 12.11 11.35 11.01 追加検討

2.0（km/s） 12.32（北側） 11.05 11.35 11.57 10.77 10.48 追加検討

2.5（km/s） 12.15（北側） 10.80 11.09 11.27 10.42 10.17 追加検討

破壊開始点位置（P5）
（ライズタイム：60（s））

【基準断層モデル②-2（大すべり域・超大すべり域の位置：南へ約40km移動，破壊開始点位置：P5）】

（単位：（m））

（単位：（m））

６．津波予測計算

６．３ 破壊伝播速度の不確かさを考慮した津波予測計算：基準断層モデル②（水位上昇側）
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破壊開始点位置(P6)
（ライズタイム：60（s））

【基準断層モデル③-1（大すべり域・超大すべり域の位置：基準，破壊開始点位置：P6）】

破壊伝播速度 敷地前面
1号

取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考

基準（同時破壊） 21.58（北側） 18.85 19.50 19.60 16.46 17.16 決定ケース

1.0（km/s） 15.43（南側） 14.00 14.16 14.38 13.57 13.39 追加検討

1.5（km/s） 17.92（北側） 16.04 16.58 16.85 15.35 14.79 追加検討

2.0（km/s） 19.44（北側） 16.93 17.72 18.15 16.00 15.58 

2.5（km/s） 19.97（北側） 17.51 18.32 18.79 16.27 16.06 追加検討

破壊伝播速度 敷地前面
1号

取水口
前面

2号
取水口
前面

3号
取水口
前面

1号
放水口
前面

2・3号
放水口
前面

備考

基準（同時破壊） 18.19（北側） 16.44 16.71 16.57 14.08 15.75 追加検討

1.0（km/s） 18.58（北側） 16.28 16.54 16.56 14.28 15.23 追加検討

1.5（km/s） 20.46（北側） 17.57 17.74 17.67 14.97 16.98 追加検討

2.0（km/s） 20.60（北側） 17.74 17.89 17.75 15.08 17.02 追加検討

2.5（km/s） 20.40（北側） 17.68 17.88 17.67 15.02 16.55 追加検討

破壊開始点位置（P6）
（ライズタイム：60（s））

【基準断層モデル③-2（大すべり域・超大すべり域の位置：南へ約40km移動，破壊開始点位置：P6）】

（単位：（m））

（単位：（m））

６．津波予測計算

６．３ 破壊伝播速度の不確かさを考慮した津波予測計算：基準断層モデル③（水位上昇側）
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破壊伝播速度 2号取水口前面 備考

基準（同時破壊） -8.61 追加検討

1.0（km/s） -10.22 
決定ケース
追加検討

1.5（km/s） -10.14 追加検討

2.0（km/s） -9.97 追加検討

2.5（km/s） -9.79 追加検討

破壊開始点位置（P6）
（ライズタイム：60（s））

破壊開始点位置（P4）
（ライズタイム：60（s））

破壊伝播速度 2号取水口前面 備考

基準（同時破壊） -9.18 追加検討

1.0（km/s） -8.61 追加検討

1.5（km/s） -8.37 追加検討

2.0（km/s） -8.67 追加検討

2.5（km/s） -8.82 追加検討

（単位：（m））

（単位：（m））

６．津波予測計算

６．３ 破壊伝播速度の不確かさを考慮した津波予測計算：基準断層モデル①（水位下降側）

【基準断層モデル①-1（超大すべり域の位置：北へ約30km移動，破壊開始点位置：P6）】

【基準断層モデル①-2（超大すべり域の位置：南へ約60km移動，破壊開始点位置：P4）】
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破壊開始点位置（P5）
（ライズタイム：60（s））

破壊開始点位置（P1）
（ライズタイム：60（s））

破壊伝播速度 2号取水口前面 備考

基準（同時破壊） -7.72

1.0（km/s） -10.38 
決定ケース
追加検討

1.5（km/s） -9.89 追加検討

2.0（km/s） -9.42 

2.5（km/s） -9.08 追加検討

破壊伝播速度 2号取水口前面 備考

基準（同時破壊） -8.96 追加検討

1.0（km/s） -8.13 追加検討

1.5（km/s） -8.34 追加検討

2.0（km/s） -8.44 追加検討

2.5（km/s） -8.55 追加検討

（単位：（m））

（単位：（m））

６．津波予測計算

６．３ 破壊伝播速度の不確かさを考慮した津波予測計算：基準断層モデル②（水位下降側）

【基準断層モデル②-1（大すべり域・超大すべり域の位置：基準，破壊開始点位置：P5）】

【基準断層モデル②-2（大すべり域・超大すべり域の位置：南へ約40km移動，破壊開始点位置：P1）】
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破壊開始点位置（P5）
（ライズタイム：60（s））

破壊開始点位置（P6）
（ライズタイム：60（s））

破壊伝播速度 2号取水口前面 備考

基準（同時破壊） -8.98

1.0（km/s） -9.78 
決定ケース
追加検討

1.5（km/s） -9.23 追加検討

2.0（km/s） -8.94 

2.5（km/s） -8.76 追加検討

破壊伝播速度 2号取水口前面 備考

基準（同時破壊） -8.78 追加検討

1.0（km/s） -9.20 追加検討

1.5（km/s） -8.93 追加検討

2.0（km/s） -8.82 追加検討

2.5（km/s） -8.73 追加検討

（単位：（m））

（単位：（m））

６．津波予測計算

６．３ 破壊伝播速度の不確かさを考慮した津波予測計算：基準断層モデル③（水位下降側）

【基準断層モデル③-1（大すべり域・超大すべり域の位置：基準，破壊開始点位置：P5）】

【基準断層モデル③-2（大すべり域・超大すべり域の位置：南へ約40km移動，破壊開始点位置：P6）】
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No. コメント時期 コメント内容

S94 平成27年10月23日
第286回審査会合

特性化モデルの不確かさ検討にあたっては，種々の基準断層モデル間で評価比較を行い，整理すること。

S95 平成27年10月23日
第286回審査会合

基準津波の水位下降側評価にあたっては，取水設備の貯留機能を考慮し，水位評価のみならず，取水口敷高を下回る
継続時間も踏まえて整理すること。

【水位上昇側】

６．津波予測計算

６．４ 津波予測計算結果のまとめ：最大水位上昇量・最大水位下降量

特性化モデル
大すべり域・
超大すべり域

の位置

波源特性の不確かさ 最大水位上昇量（m）

破壊開始点 破壊伝播速度 敷地前面
１号取水口

前面
２号取水口

前面
３号取水口

前面
１号放水口

前面
２・３号

放水口前面

基準断層モデル
①-1

北へ約30km
移動

基準
（同時破壊）

基準
（同時破壊）

18.42（北側） 17.33 17.32 17.15 16.04 16.20 

基準断層モデル
②-1

基準 P5 1.0（km/s） 18.86（北側） 17.03 17.40 17.55 15.50 15.34 

基準断層モデル
③-1

基準
基準

（同時破壊）
基準

（同時破壊）
21.58（北側） 18.85 19.50 19.60 16.46 17.16

特性化モデル
大すべり域・
超大すべり域

の位置

波源特性の不確かさ ２号取水口前面

破壊開始点 破壊伝播速度
最大水位下降量

（m）
継続時間

（分）

基準断層モデル
①-1

北へ約30km
移動

P6 1.0（km/s） -10.22 2.6

基準断層モデル
②-1

基準 P5 1.0（km/s） -10.38 2.6

基準断層モデル
③-1

基準 P5 1.0（km/s） -9.78 2.9

２号機非常用海水ポンプの運転可能継続時間 約26

【水位下降側】
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• 水位上昇側について，「基準断層モデル①-1」と「基準断層モデル③-1」は，同時破壊ケースが決定ケースとなる一方で，「基準断層モデル②-1」は，破壊開
始点を設けたケースが決定ケースとなり，基準断層モデル間で不確かさの影響度合いに違いが見られることから，その要因を分析する。

• 破壊開始点，破壊伝播速度が津波高さに与える影響について，内閣府中央防災会議（2003）では，東海・東南海・南海地震の断層モデルを用いて検討し，
以下のとおり考察している。

【同時破壊ケースに対する破壊開始点及び破壊伝播速度を変化させた場合の影響】

 破壊が伝播していく方向では，津波のディレクティビティ効果により，津波高さは大きくなる。また，その程度は破壊伝播速度が遅いほど大きい。

 逆に，反対側の津波高さは小さくなる。

断層モデルと破壊開始点の位置

（内閣府中央防災会議（2003））

：Vr＝1.0km/s

：Vr＝2.0km/s

：Vr＝2.7km/s

：Vr＝3.0km/s

破壊開始点：東側

破壊開始点：西側

破壊開始点：中央

破壊開始点，破壊伝播速度を考慮した場合の津波の高さ（Vr＝∞に対する比）（内閣府中央防災会議（2003）に一部加筆 ）

６．津波予測計算

６．５ 波源特性の不確かさの影響分析：検討方針①
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水位時刻歴波形の比較位置

：水深200m位置

：水深100m位置（基準津波策定位置）

：発電所位置（２号取水口前面）

• 内閣府中央防災会議（2003）の知見を参考として，各基準断層モデルにおける同時破壊ケースと破壊開始点設定ケースの水位時刻歴波形を比較し，
各モデル間の違いを整理する。

• また，それらの要因について，津波高さに支配的となる地殻変動量分布と破壊開始点位置の関係の違いから考察する。

６．津波予測計算

６．５ 波源特性の不確かさの影響分析：検討方針②
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：同時破壊

：2.5（km/s）

：2.0（km/s）

：1.5（km/s）

：1.0（km/s）

• 「基準断層モデル②-1」は，第１波で最大水位が発生する。また，破壊開始点を設定した方が津波高さは大きくなり，その程度は，内閣府中央防災会議（2003）
の結果と同様に， 破壊伝播速度が遅いほど大きい。

• 「基準断層モデル①-1」と「基準断層モデル③-1」は，第２波で最大水位が発生する。また，破壊開始点を設定した方が津波高さは小さくなり，その程度は，
破壊伝播速度が遅いほど大きい。

水深200m地点

２号取水口前面

水深100m地点
（基準津波策定位置）

（表示時間：60分）

（表示時間：60分）

（表示時間：120分）

水深200m地点

２号取水口前面

水深100m地点
（基準津波策定位置）

（表示時間：60分）

（表示時間：60分）

（表示時間：120分）

水深200m地点

２号取水口前面

水深100m地点
（基準津波策定位置）

（表示時間：60分）

（表示時間：60分）

（表示時間：120分）

【基準断層モデル①-1】 【基準断層モデル②-1】 【基準断層モデル③-1】

：同時破壊

：2.5（km/s）

：2.0（km/s）

：1.5（km/s）

：1.0（km/s）

：同時破壊

：2.5（km/s）

：2.0（km/s）

：1.5（km/s）

：1.0（km/s）

最大水位（第２波）

最大水位

（第２波）

最大水位（第２波）

最大水位（第１波）

最大水位（第１波）

最大水位（第１波）

最大水位（第２波）

最大水位

（第２波）

最大水位（第２波）

６．津波予測計算

６．５ 波源特性の不確かさの影響分析：水位時刻歴波形の比較
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• 「基準断層モデル①-1」と「基準断層モデル③-1」は，「基準断層モデル②-1」と比較して，海溝側の地殻変動量が沿岸の津波高さに与える影響が大きい。

• 破壊開始点（P4～P6）は海溝沿いより陸側に位置することから，津波のディレクティビティ効果により 「基準断層モデル①-1」と「基準断層モデル③-1」は，
同時破壊ケースに比べて破壊開始点を設けたケースの津波高さが小さくなる。

• 一方， 「基準断層モデル①-1」と「基準断層モデル③-1」に比べて陸側の地殻変動量が沿岸の津波高さに与える影響が大きい「基準断層モデル②-1」は，
津波のディレクティビティ効果により破壊開始点を設けたケースの方が津波高さが大きくなる。

■各モデルのすべり量分布・破壊開始点位置（上図）と地殻変動量分布（ライズタイム300（s）相当，下図）

基準断層モデル①-1 基準断層モデル②-1 基準断層モデル③-1

P1

P2

P3

P4

P5

P6

P1

P2

P3

P4

P5

P6

P1

P2

P3

P4

P5

P6

６．津波予測計算

６．５ 波源特性の不確かさの影響分析：分析結果
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• 水位上昇側について，「基準断層モデル①-1」と「基準断層モデル③-1」は同時破壊ケースが決定ケースとなる一方で， 「基準断層モデル②-1」は破壊開始
点を設けたケースが決定ケースとなり，基準断層モデル間で不確かさの影響度合いに違いが見られたことから，その要因を分析した。

• 分析の結果，沿岸の津波高さに与える影響が大きい地殻変動範囲と破壊開始点の位置関係の違いによるものと考えられる。

• なお，水位下降側については，各モデルともに破壊開始点を設けたケースが決定ケースとなり，最低水位は第１波以降の後続波で評価されている。これは，
破壊開始点を設定することに伴う津波の増幅効果によるものと考えられる（下図参照） 。

【基準断層モデル①-１（破壊開始点：P6）】 【基準断層モデル②-１（破壊開始点：P5）】

【基準断層モデル③-１（破壊開始点：P5）】

■水位下降側決定ケースの２号取水口前面における水位時刻歴波形

最低水位

最低水位

最低水位

：同時破壊

：2.5（km/s）

：2.0（km/s）

：1.5（km/s）

：1.0（km/s）

６．津波予測計算

６．５ 波源特性の不確かさの影響分析：まとめ
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余 白
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７．「東北地方太平洋沖型の地震」に起因する津波の評価

７．１ 津波水位 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １８４

７．２ 水位分布および水位時刻歴波形 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １８５
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【水位上昇側】

特性化モデル
大すべり域・
超大すべり域

の位置

波源特性の不確かさ 最大水位上昇量（m）

破壊開始点 破壊伝播速度 敷地前面
１号取水口

前面
２号取水口

前面
３号取水口

前面
１号放水口

前面
２・３号

放水口前面

基準断層モデル
①-1

北へ約30km
移動

基準
（同時破壊）

基準
（同時破壊）

18.42（北側） 17.33 17.32 17.15 16.04 16.20 

基準断層モデル
②-1

基準 P5 1.0（km/s） 18.86（北側） 17.03 17.40 17.55 15.50 15.34 

基準断層モデル
③-1

基準
基準

（同時破壊）
基準

（同時破壊）
21.58（北側） 18.85 19.50 19.60 16.46 17.16

特性化モデル
大すべり域・
超大すべり域

の位置

波源特性の不確かさ ２号取水口前面

破壊開始点 破壊伝播速度
最大水位下降量

（m）
継続時間

（分）

基準断層モデル
①-1

北へ約30km
移動

P6 1.0（km/s） -10.22 2.6

基準断層モデル
②-1

基準 P5 1.0（km/s） -10.38 2.6

基準断層モデル
③-1

基準 P5 1.0（km/s） -9.78 2.9

２号機非常用海水ポンプの運転可能継続時間 約26

【水位下降側】

７．「東北地方太平洋沖型の地震」に起因する津波の評価

７．１ 津波水位

• 以上の検討の結果，基準断層モデル③-1に波源特性を不確かさを考慮したケースが水位上昇側の決定ケースであり，基準断層モデル②-1に波源特性の
不確かさを考慮したケースが水位下降側の決定ケースとなることを確認した※。

※：各決定ケースを対象に港湾部の防波堤の有無に関する検討結果を，資料１－２「９．港湾部の防波堤の有無に関する検討」に記載。
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水位時刻歴波形※

※：水位時刻歴波形は，各取放水口前面の中央位置に該当するメッシュで抽出（抽出位置は，p71に記載。）。

モデル 超大すべり域の位置 破壊開始点 破壊伝播速度

基準断層モデル①-1 北へ約30km移動
基準

（同時破壊）
基準

（同時破壊）

すべり量分布

最大水位上昇量分布

７．「東北地方太平洋沖型の地震」に起因する津波の評価

７．２ 水位分布および水位時刻歴波形：基準断層モデル①（水位上昇側）
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モデル 超大すべり域の位置 破壊開始点 破壊伝播速度

基準断層モデル①-1 北へ約30km移動 P6 1.0（km/s）

水位時刻歴波形※２

最大水位下降量分布

すべり量分布，破壊開始点位置

７．「東北地方太平洋沖型の地震」に起因する津波の評価

７．２ 水位分布および水位時刻歴波形：基準断層モデル①（水位下降側）

※１：T.P.-7.04m（O.P.-6.3m）
※２：水位時刻歴波形は，2号取水口前面の中央位置に該当するメッシュで抽出（抽出位置は，p71に記載。）。

取水口敷高※１
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モデル 大すべり域・超大すべり域の位置 破壊開始点 破壊伝播速度

基準断層モデル②-1 基準 P5 1.0（km/s）

すべり量分布

最大水位上昇量分布

※：水位時刻歴波形は，各取放水口前面の中央位置に該当するメッシュで抽出（抽出位置は，p71に記載。）。

７．「東北地方太平洋沖型の地震」に起因する津波の評価

７．２ 水位分布および水位時刻歴波形：基準断層モデル②（水位上昇側）

水位時刻歴波形※
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モデル 大すべり域・超大すべり域の位置 破壊開始点 破壊伝播速度

基準断層モデル②-1 基準 P5 1.0（km/s）

最大水位下降量分布

すべり量分布，破壊開始点位置

７．「東北地方太平洋沖型の地震」に起因する津波の評価

７．２ 水位分布および水位時刻歴波形：基準断層モデル②（水位下降側）

水位時刻歴波形※２

※１：T.P.-7.04m（O.P.-6.3m）
※２：水位時刻歴波形は，2号取水口前面の中央位置に該当するメッシュで抽出（抽出位置は，p71に記載。）。

取水口敷高※１
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モデル 大すべり域・超大すべり域の位置 破壊開始点 破壊伝播速度

基準断層モデル③-1 基準
基準

（同時破壊）
基準

（同時破壊）

水位時刻歴波形※

すべり量分布

最大水位上昇量分布

７．「東北地方太平洋沖型の地震」に起因する津波の評価

７．２ 水位分布および水位時刻歴波形：基準断層モデル③（水位上昇側）

※：水位時刻歴波形は，各取放水口前面の中央位置に該当するメッシュで抽出（抽出位置は，p71に記載。）。
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モデル 大すべり域・超大すべり域の位置 破壊開始点 破壊伝播速度

基準断層モデル③-1 基準 P5 1.0（km/s）

最大水位下降量分布

すべり量分布，破壊開始点位置

７．「東北地方太平洋沖型の地震」に起因する津波の評価

７．２ 水位分布および水位時刻歴波形：基準断層モデル③（水位下降側）

水位時刻歴波形※２

※１：T.P.-7.04m（O.P.-6.3m）
※２：水位時刻歴波形は，2号取水口前面の中央位置に該当するメッシュで抽出（抽出位置は，p71に記載。）。

取水口敷高※１
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